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株式会社シーボン

独自のビューティ・プログラム「ホームケア+サロンケア」を展開する株式会社シーボン（東証一部上場､以下シーボ

ン.） は､早稲田大学人間科学学術院健康福祉科学科 原太一教授と共同で研究を行い､下記､研究結果を見出し

ました。

①ＵＶＡを正常ヒト皮膚線維芽細胞へ照射することで､SASP ※1関連因子の一種であるＩＧＦＢＰ7 ※2遺伝子の発現

が増加

②さらに､ＩＧＦＢＰ7 を細胞へ直接添加することにより老化関連マーカーｐ21遺伝子※3の発現が増加

ＵＶＡの正常ヒト皮膚線維芽細胞への影響として､「周囲の細胞を老化させるSASP関連因子が分泌されることで､

周囲の細胞を老化誘導し､老化が促進される可能性がある」ことが明らかになりました。

早稲田大学×シーボン.共同研究

ＵＶＡがもたらす新たな肌ダメージを解明
SASP関連因子の分泌によって肌細胞が老化誘導される可能性を確認

本研究成果の一部は､2021年6月25日(金)～26日(土)に開催された第46回日本香粧品学会(WEB開催)にて発表
しました。

※1 SASPとは

老化した細胞は周囲の細胞へ影響を与える因子を分泌します。
この現象はSASP（Senescence-associated secretory phenotype）と呼ばれており､近年医療の分野で
着目されています。この現象は肌においても同様であり､老化した細胞からSASP関連因子が分泌され､
周囲の細胞の老化を促進していることが分かってきました。

※2 ＩＧＦＢＰ7とは

インスリン様増殖因子結合タンパク質-7。SASP関連因子の一種。

※3 老化関連マーカーｐ21遺伝子とは

老化細胞で高発現する遺伝子。ｐ21遺伝子の発現量を測定することで､老化細胞の度合いを把握する
ことができる。



さらに詳細に解析を行った結果､SASP関連遺伝子群のうち､

ＩＧＦＢＰ7遺伝子の発現が顕著に増加したことが明らかとなりました。

研究の背景

紫外線は､波長の長さによってＵＶＡ､ＵＶＢ､ＵＶＣに分けられ､その中でも長波長ＵＶＡ(320-400ｎｍ)は地表に

届く紫外線の約9割を占め､皮膚の真皮にまで到達します。

ＵＶＡの肌の影響として､シワやシミ等､これまでも多くの報告がありましたが､それ以外にもＵＶＡが要因で起こり

うる肌への影響があると考え､研究を行いました。

研究詳細

①正常ヒト皮膚線維芽細胞にＵＶＡを照射すると､細胞老化を引き起こすSASP関連因子の発現が増加する

正常ヒト皮膚線維芽細胞へＵＶＡを照射した際の

遺伝子変動を網羅的に解析したところ､

これまでＵＶＡの影響として報告がある遺伝子群

の発現変動が見られたとともに､SASP関連の遺

伝子群の発現が上昇していることが分かりました。

②SASP関連因子「ＩＧＦＢＰ7」は老化関連マーカーｐ21遺伝子の発現を

増加させる

正常ヒト皮膚線維芽細胞へＩＧＦＢＰ7を作用させ､老化関連マーカー

ｐ21遺伝子の発現を解析した結果､ｐ21遺伝子の発現を増加させる

ことが分かりました。

これより､ＵＶＡ照射によってＩＧＦＢＰ7の発現が増加し､

正常ヒト皮膚線維芽細胞が老化することが示唆されました。

当社では本研究を通じて､より革新的なスキンケア製品の開発に努めてまいります。



シーボン.について

シーボン.は､全国のシーボン．フェイシャリストサロン（会員制/直営99店舗､代理店4店舗）を中

心に化粧品販売やアフターサービスを提供している化粧品メーカーです。

「美を創造し､演出する」という企業理念に基づき､化粧品の力を最大限に引き出す独自の方法

として､ホームケア (自宅でのスキンケア)＋サロンケア(定期的なサロンでのプロのお手入れ)こそ

が､美肌への近道という結論にたどり着きました。

シーボン.は､唯一無二のビューティ・プログラムで､美肌を適えるブランドとしてこれからも展開し

てまいります。

＜商品に関する問い合わせ＞ シーボン. TEL：0120-03-7501

＜掲載に関する問い合わせ＞ 株式会社シーボン 社長室 広報・秘書担当 担当：高梨・佐々木

TEL044‐979‐2397（直 ）Email:pr@cbon.co.jp


